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　3月12日、平成23年度の自己評価の一環とし
て、農業環境技術研究所評価委員会を当所大会議
室において開催しました。この委員会は、第2期
中期目標期間の「評議会」に相当するものですが、
評価の客観性を高める観点から、23年度より外部
専門家・有識者のみを評価委員としました。評価
委員の方々を以下に紹介します（所属・役職名は評
価委員会当日のもの）。
［評価委員］大木美智子（消費科学連合会会長）、大
嶋美智子（株式会社大嶋農場取締役）、大沼あゆみ（慶
應義塾大学経済学部教授）、金子文宜（千葉県農林
総合研究センター次長）、古在豊樹（千葉大学環境
健康フィールド科学センター名誉教授、委員長）、
三枝正彦（豊橋技術科学大学先端農業・バイオリサー
チセンター特任教授）、森田満樹（ライター・消費
生活コンサルタント、ご欠席）
　宮下理事長の挨拶の後、農環研より平成23年度

の研究所の運営、研究成果、調査・研究の進捗状
況などの業務実績を報告し、評価委員より意見を
いただきました。委員会後には、各評価委員によ
る評価項目ごとの採点・コメントを集約し、評価
委員会としての評価結果を取りまとめることとし
ました。
　評価委員よりいただいた講評のうち、主なもの
を以下に示します。
・農業環境研究において、生物多様性、収量性、消
費者の満足度などの多様なベクトルをどうバラン
スしていけばよいかという点についても、今後提
示していくことが必要。
・農村の活性化のためには付加価値の創造が必要。
生物多様性指標などの開発にあたっては、認証制
度への活用も念頭において、社会貢献につなげて
いくことが必要。
・低カドミウム吸収米については、早期に実用化を
図ってほしい。
・放射能研究については、緊急対応に加え、長期に
腰を据えた高いレベルでの学術的解明にも努めて
欲しい。
・農環研とその研究成果の認知度を高める努力が必
要。

（企画戦略室）

日本植物病理学会 論文賞
堀田光生 主任研究員（生物生態機能研究領域）
　受賞論文「日本のジャガイモ青枯病菌の遺伝的・
生物的特性の解析」（原文は英語）では、日本各地の
ジャガイモ青枯病菌の生理型や系統型について地
理的分布を調べました。また、その遺伝的多様性
やアジアの青枯病菌との遺伝的類似性を明らかに
しました。

日本農業気象学会 奨励賞
滝本貴弘 農環研特別研究員（大気環境研究領域）
　受賞論文「大麦と水稲の二毛作田における炭素
収支の研究」では、岡山県南部の二毛作地で、１年
間にわたり二酸化炭素とメタンの吸収・発生量（フ
ラックス）を測定し、収穫や作物残さの処理なども
含めた生態系の炭素収支を定量化しました。

日本育種学会 論文賞
安部匡 農環研特別研究員・倉俣正人 農環研特別研
究員・石川覚 主任研究員（土壌環境研究領域）
　受賞論文「土壌の効率的なカドミウム浄化に貢
献するイネのカドミウム集積関連ＱＴＬの同定」（原
文は英語）では、イネのカドミウム吸収を高める主
要な遺伝子を特定し、この遺伝子を導入したコシ
ヒカリ系統を栽培して、土壌のカドミウム濃度を
栽培前の2割に減少させました。
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